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（Bautista de Ribera to Gral. F.Borja, Macau Oct. 1568 Jap.Sin 06 f238） 
(y el dicho hermano) …llevava ciertas sus opiniones singulares en poco servicio de Dios y del rey, y 
escandalosas por nuevas, acerca de los derechos reales que se pagan en Malaca de las mercaderias que por alli 
passan en las naos de portugueses que de acá van a la India, sustentando que se podian encubrir in fraudem y 
sin obligacion de restitución, y acerca de los esclavos chinas que compran los portugueses de los que los traen 
hurtados, y lo mesmo de los jappones y otros reclamante contra esto el cielo y la tierra, scilicet el derecho divino 














                                                        
1 このテーマに関して決して多くない、キリシタンを含めた日本側の研究として、牧英正 『人身売買』岩
波新書 1971 年 10 月、また、渡邊大門 『人身売買・奴隷・拉致の日本史』柏書房 2014 年 4 月を参照。 
2 アメリカ大陸発見後この問題は大きくなり、現地からの訴えがたくさん出された。ラス・カサス、ヴィト
リアなどの一般向きの訴えに加えて，教皇宛の訴えも出ていた。ザビエル来日以前も、教皇パウロ三世
(Pope Paul III, 1468 (1534 選定) -1549) は，回勅 Sublimus Dei『スブリムス・デイ』（1537 年 5 月 29 日
付）をもって一切の奴隷制度と人身売買を禁じたが、その効果が薄かったようである。一例として、
Fray Bernardino de Minaya, OP, Relación a Felipe II (1560 頃) Archivo General de Simancas, Estado 892, 
folios 177-179 がその現実を知らせると共に，フェリペ 2 世と教皇にはっきりした文書を出すように願っ
ている。（Fernando Gil - Ricardo Corleto, 1998-2000 Pontificia Universidad Católica Argentina, 2000 ネット上
に原文掲載。） 
『平和文化研究』第 41 集（2021 年 3 月） 
66 
長崎滞在の商人アビラ・ヒロンは朝鮮半島出身の少女 5 人「私の奴隷 mis esclavas」と呼んでいて公に
知られる目的で書かれた書物に残し、それに対する罪意識がなかったことが当時の考えを物語っている。
参考になる原文とその訳を載せる。 
y esto no es fábula, porque sin duda es así; y yo me acuerdo que el año de mil y quiniento; y noventa y siete, 
cuando Taiko Sama hacía guerra al reino de Corea, trajeron a este Japón mucha gente de corais cautivos, en 
especial mujeres, y con ellos muchos despojos de allá, vasos de cobre, y zofar, vestidos, que son muy diferentes 
que los de los japones; y en una tienda, en este pueblo, estaban a vender unos libros y hojas de papel, de ocho 
palmos en cuadro, de las cuales compré dos: y mirando los libros, vi que entre ellos estaba uno, de dos palmos 
de largo, … 
Yo tenía en este tiempo en mi casa cinco mozas corais, mis esclavas, las tres de ellas muy ladinas en lengua de 
Japón …y en fin dijeron que aquel libro era de los santos que en su tierra veneraban y que aquellos tres eran 
Dios, porque su ley y la nuestra que casi toda era una; y aquella mujer era la que reverenciaban sobre todos los 




















                                                        
3 原文は El Escorial 蔵の写本による。日本語訳は、『アビラ・ヒロン日本王国記 ルイス・フロイス日欧文化
比較』  岩波書店 1965 年 p.322−23 による。 
4 九州の朝鮮人についてパシオ神父書簡 Jap.Sin. 45 I, 196 (Pasio, 1594 年 10 月 20 日) は「この一年〔1594〕九
州でで 2000 人は受洗した」と述べているので、当然ながら受洗しなかった人を含めば、長崎の人口が飛
躍的に増えたことがうかがわれる。 





























年まで、神父たちはポルトガル人から商船の荷物全体の価値から、1 日にまとめて支払った 700 デ
ュカート〔700石〕を受けとっていた。それとは別に我等の関与なしに，（大村氏の）大臣が収集し
た，日本人が購入した税金，を徴収した。そして、その（長崎）港の管理のため、神父たちはドン・
                                                        
5 原文は、BRAH (Madrid), Jesuitas M. 21, ff. 272-276v。フランス語訳: パジェス『歴史』II, 70-79 頁。Ir. 
Iñacia Kataoka, Rumiko “A vida e a Acão Pastoral de D. Luís Cerqueira, S.J., Bispo do Japão (1598-1614)”, 
Macau, 1997 での研究を参照。 この史料が注 1 で紹介した研究にも注目されている。 
6 マカオよりジュアン・アルヴァレス神父宛て 1602 年 1 月 25 日付スピノラ神父書簡。Jap.sin. 36, 145 より試
訳。 


























                                                        
7 Valignano 1598 年 “Apologia”（弁駁論） c.13 ff.74-76。 スペイン語は、Alejandro Valignano, Apología de la 
Compañía de Jesús de Japón y China [1598], ed. José Luis Álvarez-Taladriz, Osaka, 1998 に出る。以下、
“Apologia”と略す。 
8 当時の価値を換算することが難しくそれぞれの研究者が一致しない。参考として、A. Muñoz. O.F.M. 1606 
年の報告[386]… sólo él dijeron los bunguios o sobreestantes de la obra que avía costado quatrocientos sacos de 
arroz y cada saco vale un ducado. Quedó fuerte y muy bien hecho y acabado. 「奉行達とその関係者は工事だけ
が、一束は 1 テュカードに値する、400 米の束がかかったと言った。工事は丈夫で綺麗に仕上がった。」
(British Museum MSS Catalogue Harley 3570)。詳細を省くがここで、1 石＝1 テュカード=11 レイス=375 マ
ラヴェディの換算を基準にした。 
9 Valignano, Regimiento para el Superior de Japón, ordenado por el Padre Visitador en el mes de junio del año 1580, 
Jap. Sin. 8 I, fol. 266v より試訳。スペイン語は“Apologia”p.164 の注釈で紹介されている。 






























                                                        
10 商船が当時の計画に欠かせなかった情報として、「今年は絹が売れていないし、2 月 15 日になった今日ま
でも、普段〔長崎に〕来る都と堺の商人たちが来ていません。」（長崎より総長宛ヴァリニャーノ書簡 1592
年 2 月 15 日付 Jap.Sin. 11 II, 283v より拙訳。） 
11 加津佐より 1589 年 1 月 30 日付総長宛フロイス書簡, Jap. Sin. 45 I, f.132v より。 
 
12 “Apologia”p.165 の注釈を参照。 
13 フロイス（松田・川崎訳）『日本史』11、p.13。 
 
14 原文に、ordenado quabaco que quedasen diez padres como rehenes とあり、強いられて 10 人を残すことにな
ったニュアンスである。 





























                                                        
15 ヴァリニャーノ 『日本要録補遺』。日本語訳は『巡察記』に出ているがここであえて Jap.Sin. 49 f.390v よ
りの拙訳を使う。 
16 1592 年 2 月 15 日総長宛 Valignano 書簡 Jap.Sin.11 II f.283 に、「〔関白は〕礼儀正しくて丁寧な書簡によっ
て、我らの仲間が長崎の教会と修道院に残るように命令しました。それは総督との商売の仲介者になるた
めでした」とあるので、商船を盾にすれば、関係修復が出来ると思っていたようである。 
17 Valigano より総長宛 1599 年 10 月 20 日付書簡 Jap.Sin. 54 f.78 より試訳。 
18 ローマ本部との情報交換について Schütte, Joseph Franz, S.J., VALIGNANO’S MISSION PRINCIPLES FOR 
JAPAN, Part II: The Solution(1580–1582),Translated by John J. Coyne, S.J., Gujarat Sahitya Prakash, Anand, 
India, 1985 は詳しい。 

































                                                        
19 『キリシタン研究』一六輯 p.211 の翻訳による） 
20 Valignano “Obediencias” 1592 Jap.Sin. 2 f.126 より拙訳。 
21 Wherefore by this decree the congregation gravely and solemnly forbids all of Ours to involve themselves in public 
affairs of this nature on any grounds, even if invited or enticed, or to deviate from our institute upon any pleas or 
persuasions.  (“For Matters of Greater Moment” The Institute of Jesuit Sources, St. Louis Missouri, 1994, p.201) 
22 1610 年、Jap.Sin.24, f.29 の文書に当たる。 



























                                                        
23 Pasio 神父による “Obediencias” 1612 年 (Ajuda 49 IV 56 147v-148 より) 
24 セバスチャン・ヴィエイラによる長崎発イエズス会 1613 年の年報 1614 年 3 月 16 日付 Jap. Sin.57, 271v よ
り。  
25 既に『平和文化研究』第 39 集(2019 年 1 月) で紹介した、「〔長谷川権六は〕長崎市外にあるサン・ミゲ






29 C. Wolcott Brooks, "Japanese Wrecks, Stranded And Picked Up Adrift In The North Pacific Ocean", California, 1876
に簡潔なリストと主な情報が出ている。 


































                                                        
30 A.Montanus “Atlas Japan Nensis being Remarkable Addresses by way…” London 1670（英語版）p.76 より拙訳 
31 マカオよりアヴェイロ公爵夫人宛 1685 年ノエル神父書簡 “Jesuits Missions in Japan, 1663-1688” Yushodo 
1975 p.187 
32 その報告の日本語訳が、佐久問正訳「1685 年長崎来港の葡萄牙船に関する記録」『基督教史学』第 7 輯 
1956 年に出ている。原文は、“Arquivos de Macau”１の４、1927 年に出ている。 
33 詳細を省くが、コエリョ神父やサンチェス神父がフェリペ 2 世や総長宛の提案を出している。 
